




『地球交響曲ガイヤシンホニー還を観て J:i井 秀夫

六月の閑日、生駒市の公共施設で二猥間に互り映画鑑賞会があり、出掛菫ナてみた。龍村 仁 監督作品

の理部構成のうち、ガイヤシンホニー第二部と第二部、それぞれ 2時間 40分の大作に酔ひ痴れる。結

果から言えば、小泉議録ではないが正 :こ 鑢 動 した産の一語に尽きるもので、未だにその余韻を31き ず

つている。
一人の日本人を縦軸に、世界の色々な分野の有識者が登場 して、オムニバス形式による人と自然の関

わりを語 りかける、大自然をバ ックにクラシック、ジャズ、藝本の歌曲、童議が流れ、物質文明と精紳

文明の人霧の在 り方を轟ひ、悠久の地球 (ガイヤ)を守る心の問題を説いてゆく。

第二部で1ま鐘藤 携女さん (森のイスキア主宰)浄 登`場する。老人ホームを訪問したり、色々な生と

死の議会しヽを重ねて多くうち、夢,心だ:おま人々に与える事ができる」と思ひたち自宅を開放、30年にわ

た り心を病んだ人を受け入れる。人が増えていく中で憩いの場、安らぎの場を 1992年岩本書彙麓にロ

グハウス風の 「森のイスキア』を完成 し、その住人となる。 (イ スキアとはイタリアの大山島。人生の

幸福を手に入れた男が虚無感 :こ襲われ、音父に連れられたイスキアを訪ね、自分を取り戻す)

一つの挿話がある.夜中にふ と、ゆうべ漬けたお漬物はどうなつているんだろうと、石をひつくりか

えしてみんな轟じ状態にしてあiず る。この石はもう重いとお漬物が呼ぶんです。こんなものをつくる事

で「おいしい重と思うと、お漬物も「ああ嬉 しい」と言つている様で日常の苦 しみから開放され、いら

いらした気分が開放されるんですよと。一種・
rp霊鋳体験が相手の喜びによりFF_き る力になると言う。

ダマイ・ラマが語る。「人間の究極の本性は、慈悲と利他のマいである」とε言われてみるとス聞社会

は魂こに演ちている様に思える,地球環境問題を始め、社会生活のここかしこに自己中心的な様相が蔓

延 し、諸轟題の根源的要因になつている事が多い
`

第二部の主人公事ま、写真家 星野 道夫である。不幸にして 1996年カムチャツカで熊に襲われ死亡す

る。彼の 20年に及ぶシベジアの生活体験が様 々の分野の友人によつて描かれる。ボム・サム (ア ラス

カ先住民族)の語 り部、彼が最も信頼したブッシュパイロットドン・ コス 最も尊敬した友人 ビル・

ヒラー、全米自然保護会長 シジア・ハンター、ベ トナム帰還兵 原住民のウイ リージャクノンと、生前

の彼の勇気ある農密な 44年の人生を賛美する。彼の言葉、『霧に見えないものに犠fLIを置く社会の思想

に、僕はたまらなく惹かれる書,種の違いを越えて、連絡 と続く、大いなる金、悠久の命への畏敬と愛

を未来の世代 :こ どう伝えてゆくべきか、擦 じ求めた旅の控折がなしさをそそる。

全編に流れる第二部の スーザン・オズボーン の デアベ・マジア虜。第二部の『 忘れな草』の響き鑑

賞者それぞれに農映画にない無い感動を与えて呉れたと思 う。地球が一つの生命体とするならば、入FH5

はその心である事を語に銘 じたい。第一部 第甕課 の鑑賞の機会が待たれる

『人のほめ理 樋画 善雄

いつも街で見かける機本のはつぱが一般釣に:ま有名なのに,い ざお :塾で拝見すると「オヤ、アナタ何

の本 ?」 となることがある。玉串に使われる「榊聾舟`然 り !葬儀に使われる「シキミ」また然 り 1出

会 う頻度に対 して記憶率は案外低いのである。殊に種実をつ :す て現れると、 母樹にはなじみがあるの

に,連れ子の種実には、全くの初対面となり、全体的な、その樹本の同定が経 しくなつてくる。遇 日

その 「シキミ」の規子:こ 轟会‐Jた。轟行の先輩は,連れ子に対して 「虫こぶ」と “かま"をかけて教

えてくれる。本当に「虫こぶ」なのか半信半疑でその「虫こぶ]にメスをいれた。結果的に虫は不在

で種実らしきものが鎮座ましましてしヽるではない力、

親葉に対して:ま、いつも拝顔の栄に浴していないから,樹名が思い出せない。結局宿題 として家に

持ち帰つた。実|ま 3毒 後に寮:グループでの観察会でお毎恵拝借とルーズを決め込んだのである。女E何

なる因縁か,当 日朝の散歩の途中,近くの墓地であまりにも偶然に身の丈1證 くらいの横に広がったそ

っくりさん、に遭違したではないか。 tヽや再会したと言うのが至言であろう。

今春、純自の花を冠したこの「シキミ」に議会つて花の美しさに感動させ られていたのである。そ

れでもまだ「シキミ」の名前を思い出せない。花からは想像できない種実の形だからと弁解 しておこう。

当日、供試品を見た観察会の師は笑つて言つたc『子ずれの母から娘時代の姿を求めてはだめよ』。

頭を抱えていたらその鐸は、おもむろまこ「シキミ』だと教えてくれ、やつと鱗 (ク ロコ)の落ちる思

いをしたのである。この答えを持って F虫こぶ』と “かま"をかけた先輩に返答を申し上げたのであ

る。その先輩いわく、「あんたもしつつこくなつたなあ」要|ま粘り強く調べたことを誉めてくれたの

だが、入を誉めるのにこんな誉め方もあつたのである。
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